









































立川武蔵 ・安田喜憲(監修);春山成子 ・ 藤巻 ~ 2部5章により構成されている。第E部 「モンス-
i正己・野間晴雄(編).r東南アジア』朝倉世界 i ンアジアの社会と人々の首み』は，第3章 「稲作社
i地理講座3一一大地と人間の物語.朝倉書庖， E 会と水平1Jj，第4章「人々の生業と農漁村J，及び第








































透明な変化には，金融 ・経済 ・情報 ・人材のグロー
パル化 (6.2， 6. 3節)や中国とインドの経済的な
台頭 (5.1節)，国内における工業化と都市化の進展
(5. 4， 5. 5， 5. 6節)，そうした変化に伴う政治の流
































富な水資源(1.2， 1.3， 3. 4節)，長い海岸線と広 したい。まず，本書が 「東南アジア的なるものの探
い大陸棚(1.1. 1. 4， 2.4， 4. 6節)といった地域 求」を目指していながらも，その結論，つまり本書
を特徴付ける要素があり， これら特有の自然環境に 全体から見えてきた 「東南アジア的なるもの」の内
根ざした共通の生業の形 (3.1. 3. 3， 3. 4， 3. 5， 容をまとめ，提示する一節が設けられていないこと









































































































の研究蓄積を踏まえた詳しい解説を加えることで読 谷誠 2001. I熱帯雨林は地球の肺かJr科学Jl71 
者の関心を惹いたであろう。加えて，海洋 ・海流に (1)・ 23-27.
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